
マイクロビットと接続するには、USBコードが必要です。
シュミレーターで動作の確認が終わったら、プログラムをダウンロードして、
マイクロビットを動かしてみよう。

micro:bit（マイクロビット）
QRコードを読み取って、Micro:bitのシュミレーションサイトに動
き、新しいプロジェクトを始めよう。

Connect Deviceでマイクロ
ピットを接続する

線の上のブロックまで作成したら、
マイクロビットを接続して、実際の
動きを確認してみよう。



次の面を作成する場合は、背景とスプライトを追加し［🏴🏴が押されたとき］
ブロックと、［GOAL！］ブロックの後に、次のブロックを追加する。
※メッセージは自分で入力する

Microbit Moreで迷路を作ろう

ウェイトモード

アクティブモード

ブロックの空いている部分には、［ウェイトモー
ド］または［アクティブモード］のどちらかを入れ
て進める。数値は変更してもよい。



ダウンロードした画像は、Scratchのプログラミング画面で、背景に追加する
ことができる。ダウンロードしたファイル名を変更しておくとわかりやすい。
ファイルは、マイドライブ内に保存される。

スライドで通路を作ろう
QRコードを読み取って、［ファイル］［コピーの作成］でマイド
ライブにコピーを保存する。
スライドのマス目を塗りつぶし、通路を作成する。塗りつぶす色
は一色とし、色は自由。繰り返し塗るときは、 ［Ctrl］＋［Y］
キーを使う。

スライドをコピーして、面を
追加する

［ファイル］［ダウンロード］
［PNG画像］で画像をマイドライブ
にダウンロードできる
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